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表 l St.Johnによるマレー半島および海峡植民地人口 (付Newboldによる人口)
St.Johnによる人口 Newboldによる人口
Kidah 50,000 QuedahandLigore 50.000
Pera' 35,000 Perak 35,000
Salafigor 12,000 SalangoreandCalang 12.000
Johore 25,000 Johore(incLSejametandMuar) 25,000
Pahang 40,000 Pahang 40,000
Kemaman 1,000 Kemaman 1.000
Tra丘gganu 30,000 Tringanu 30,000
Kalantan 50,000 Kalantan 50,000
Patani 30,000 Patani 10,000
SufigeiUjong 3,200 Sungie-ujong 3,600
Ranbau 9,000 Rumbowe 9,000
Joho1 2,000Muar 40rangBinua(Johole) 1ofterestofthePeninsula 25 Johole 3,080
Jompole 2,000
Jelabu 2,000
Srim nanti 80AbrigiesscatteredoVerthePeninsula 9
PinangandProVinceWe1esly 120,000 ProVinceWe1esley 46,880(1835)


















よりも400人だけ少ない｡ これも同様に, そこに含まれるオランビヌアも ｢ジョホル以外の半島
部のオランビヌア｣ に含めたためかも知れない｡ JohnとNewboldの間にもっとも大きな差が存
















































上述の推計値に対 して, Loganは2つの箇所で注記を加えている｡ その 1はジョホールに
関 して, 全人口25,000人が余りにも多過ぎるとみなし, 他の多 くのケースについてもそうで
はないかと疑っている｡ その 2はマラカに関 して, 1847年センサス人口が 54,985人であった
ことを記 している｡
スマ トラの人口については,St.Johnは,Temminck [1846-49] に示された数値を踏襲
し, これに属島の人口を加えている｡St.Johnによるスマ トラ人口とTemminckによるもの
とを並記 して示すと表 2のようになる｡ スマ トラ本島に関して, Temminckは表 2に記載さ




ず,Temminckが引用す るOppeの 250,000人ない し300,000人 とい う推定 [Temminck
1847:98] から250,000人を採用 している｡ リンガ ･ビンタン諸島については1840年におけ
る88,000人という数値 [Temminck1846-49:Ⅱ,107]に代えて,海賊が活動 しなくなった
という理由で, 9年間で 12,000人の増加を考慮 して,100,000人としている｡バンカ島につい
ては,Temminckの35,000人 [ibid.:Ⅱ,117] に対 して,気候および労働状況を考慮 しひか





























9,560,380人に, 3カ年半の増加推定値 500,300人を加えた数値が採用されている｡4) 第 2の大
きさの人口を有するバ リ島については,Temminck [1846-49:Ⅰ,340]の800,000人と,Van
DenBroek (出所不明)の 1818年の推計 987,500人の中間値,900,000人が採 られている｡
st.Johnによる東インド諸島の人口推定の特徴としては,以下のことが挙げられよう｡




































































































































































































































































で, 人口は40,000人の倍であったであろうと注記されている [Low 1849-50:1849,
603]｡






























(1) 1786年 7月にシャム軍はバク二に進攻したが,この頃のパタ二の人口は約 115,000人で
あった [Low1849-50:1849,608-609]｡








(1) マレー年代記の記載によると,マラカの町は,周辺人口を除いて 190,000人 (nineteen
laxas)の住民を含んでいた [Anderson1854:148]｡






(4) 1818年のマラカ人口は25,000人, 1836年はナニンを含んで37,705人, 1849年の推定
値は46,882人である[St.John1849:381]｡
(5) 1826年のマラカ人口は49,086人で,その内訳はキ リス ト教徒 26,000人,マレー人
16,000人,中国人4,478人,キリン人 1,622人,ヒンズー教徒986人である [Low1849-
50:1850,114]｡
(6) 1847年 4月現在のマラカ人口は表 5の通りである｡ 1846年人口が付記されている｡ 総

















シ ャ ム 人
ベンガル人















































































(5) ジョホル (Johole)王国の全人口は約3,000人であるといわれる [Favre1849:154]｡
(6) ルンバウ (Rumbau)王国の全人口は約9,000人である [ibid.:158]｡








































ジ ャ ワ 人








ア ラ ブ 人 (Arabs)
非イスラム原住民 (Caffres)
パルシー人 (parsees)


































































ア ラ ブ人 (Arabs)
′ヾ リ 人 (Balinese)
ボ ヤ ン人 (Boyanese)




ジ ャ ワ人 (Javanese)
ユ ダ ヤ 人 (Jews)
マ レ ー 人 (Malays)
イ ン ド人 (Nativesoflndia)
パルシー人 (parsees)










































船 上 生 活 者























職 業 出 身 地



















































































合 計 9,000 19,000 1,000 6,000 4,000 700
出所 :Anonymous[1855:116]による｡
職業従事者総数が39,400人であるのに対して,1849年 12月のセンサスによる華人人口は,職
業従事者 24,790人 (これは成人男子人口に一致する),総数 27,988人である｡前者の推計が多
過ぎるという指摘がなされている8)[Anonymous1855:115]｡
シンガポールに関しては,即 には人口数とは別に華人移民数に関する記述が見出される｡
1847年 12月27日から1848年4月末に至る4カ月間に, マカオ (17隻),広東 (10隻), アモ
イ (7隻)等を含む55隻のジャンクによって8,709人,海南からの23隻によって320人,安南か









表 10 シンガポール職業別人口 (1849)
民 族 芸 会 ● 職 人 芸事芸 労 働者 悪用芙
計
ヨーロッパ人 40 14 10












































計 234 2,996 10,088 13,991 1,310 9,156 37,785
出所 :Jackson[1850:付表]による.数値は原文のままO
ルに到着したと述べられている｡ この数値は,上述のSiahUChinの記述に対する, シンガ




















記載された総人口の引用がなされている｡ すなわち, 1824年6,368,090人, 1832年 7,323,982
人, 1834年 7,511,106人, 1837年 7,981,284人,1838年 8,103,080人である｡ 1832年に関して

























































































































10,188人, 結婚している女性 10,355人, 寡夫 1,479人, 寡婦 1,919人, 未婚の若者 2,972人,
未婚の少女 2,313人,割礼前の少年 3,956人,研歯前の少女 3,274人,授乳中の男児 1,721人,
授乳中の女児 1,447人,計 39,624人で [Crawfurd1849:43], この時点におけるこの都市の
人口がかつての 10万人に到底及ばぬ状況にあったことを示している011)
ll) Raffles[1817:Ⅱ,290]には1815年のスルタン領人口が,その年齢階層区分とともに掲載されて


















400,000人の妥当性を得ている｡ 人口の内訳は, ヨーロッパ人4人, 有色ヨーロッパ人 1人,
華人 10人ないし12人, ブギス人5,000人, バリ人20,000人, ササック人380,000人である｡
さらに, これらの人口の居住地として山脈の北側に40,000人,南部山地に10,000人,平野の
西部に220,000人, 平野の東部に135,000人という内訳が与えられている [Zolinger1851:
















(1) Selayer 1824年人口は,付近の島々を含んで30,525人である [Anonymous1850-
51:1850,686]｡
















(3) スラ諸島 1840年センサスによる人口は,7,630人である [Anonymous1851:251]｡















































































定は過大 とみなしている｡ これ らの数値は,東印度会社 (theCompany)の書類による









多くの家々を除いて, 2,000ないし3,000という戸数を数えている｡ 1809年に, Huntは家族
数3,000,人口15,000人としている [Anonymous1848d:523]｡ これらの情報は脚注に追加
された他の書物からの引用によってさらに混迷したものとなる｡ すなわち, 以前この町に1,
2年住んだことのあるアルメニア人が, 1836年に,人口100,000人 (内20,000人は奴隷) と
伝え, Lowは現時点のブルネイ人口を 12,000人と考えているなどと記載されているからであ





























































(8) Tyan島 (PulauTayan)にはオランダの砦と, オランダ行政官 (Gezaghebber)の
住居がある｡ 現在オランダの現地兵 12人が在留するに過ぎないが, 行政官が去る前に
は約 200人のマレー人がいた｡潮州人および客家からなる60ないし70人以下の華人集
落がある｡(3月30日)
(9) Tyan(Tayan)の集落は 250人か らなり,Panambahanが居住 している｡700戸
(lawang),3,800ないし4,000人のダヤクが彼の支配下にある｡(3月30日)
(10) ダヤクの集落｡120戸 (lawang)を数え,全人口は600人を下廻らない｡(3月31日)
(ll) 金鉱があり30人の中国人が採鉱 している｡次の金鉱では 10ないし15人｡やがて
Samarangkei(Semarankai) というマレー人の町に至る｡ 40戸位だが拡大 しつつあ
る｡(4月2日)
(12) Sangauの町｡ カプアス川左岸に位置し,人口約 3,000人｡ 3分の2ないし4分の3は
マレー人で,残りは主にブギス人｡他に20ないし30人のダヤク奴隷および華人集落に
住む40ないし50人の華人がいる｡Sangauの公司の下の華人の数は,キャプテンの推









































































4カ ンポ ン 160家族
10カ ンポ ン 315家族
7カ ンポ ン 230家族
2カ ンポ ン 100家族
9カ ンポ ン 275家族
16カ ンポ ン 606家族
4カ ンポ ン 92家族
15カ ンポ ン 262家族
4カ ンポ ン 140家族
10カ ンポ ン 370家族
2カ ンポ ン 110家族





























































パスマ地方については, Presgraveの 1817年の旅行記からの再録が, 断片的な人口情報を
伝えている｡PasummahUluMannaの集落数は22と伝えられ,通過した集落の観察から1







位別に, 男女別に成人と子供を区分して示されている (表 13参照)｡人口総数は82,905人で
ある [Anonymous1851b:698]｡ ランボン地方に隣接するラナウの人口についても, 1820
年の旅行記が再録され [Pattulo1858], ラナウ湖周辺とLewahの人口表が, それぞれ ドゥ
スン毎に示されている (表 14参照)｡これらの数値は誤植あるいは計算間違いを含む上に,成
長した男子 (GrownupMales), 成人男子 (MaleAdults), 成長した女子 (Grownup
Females),成人女子 (FemaleAdults) という意味不明の区分が行われている｡また,前掲




には,約 500人が加えられてもよいとPatuloが注記 していることは示唆的である [ibid.:
294]｡ ラナウ地方の人口は約 3,000人であることが,1849年の短い記事に書かれている
[Anonymous1849b:534]｡
表 13 ランボン人 口





















No.of No.of No.of No.of No.of
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ll,000人と記され [Logan1855:284],小はシベルート (Siberut) 島Telolaguの40人か













島 .地 域 人 口 島 .地 域 人 口
Siberut N.Foggy
Tepeket 1,400 Simengany0 200
Sibirisiget 700 Simengaia 400
Matalu 800 Tekaoete 50
Sibelubet 600 Tekako 400
Sibapachat 500 Bakutmonga 50
Teleleu 500oagu 4Katrei 45Sib ut Silabu 200
計 1,300
S.Foggy
Seibie 650 Silabanya 200
Sembungan 300 Timabuko 50
Sibeluat 350 Simalakoba l00
Tasiliebat 400 Simagalo 250





Sibarau 200eobn 1Tloian 3Por 5mtobbe 地名等は原文のまま○
集落 (campong-kampung),6,770人,KulonNegerieは26集落 (dessa-desa),2,881
戸,ll,826人,WettanNegerieは21集落 (dessa),2,308戸,10,525人を有する｡総人口
は, 1845年センサスによると, ヨーロッパ人およびその子孫38人, 華人50人, Baweans

















の居住は希薄であって, Wama (Wamar) 島は周囲がほとんど40マイルもあるにもかかわ
らず,200人ないし300人を含むに過ぎない｡彼らは海岸沿いに6戸くらいの小村を形成して
分散している｡ 東部の諸島の居住密度はより高い [loc.cit.]｡
ⅩⅠ そ の 他 の 地 域
東南アジア島峡部では,冒頭の東インド諸島の人口を論じたSt.Johnによる補遺として,
フィリピンに関して 1846年センサスを基礎にした人口統計が掲載されている｡ 33に区分され
たprovinceの人口の合計3,431,183人に, マリアナ諸島人口, 白人人口, 華人人口等を加え
て3,652,394人としたうえで, さらに2年間の増加分 290,234人を加算し, 3,942,628人を得て








Albayの町の人口が約 13,000人であること [Anonymous1850b:380], ミンドロ島におい
ては,海賊の跳梁のためにかつては多かった人口が四散 し,ようや く若干の町が他の
provinceからのキリスト教徒の移民によって形成されるに至ったが,徴税人口は2,000人に


























1837年にシンガポールで編集刊行 している. この書物は,1824年か ら1834年の間に
SingaporleChrlDnicleに掲載された情報を中心にして, 当時の東南アジア諸地域の情報を収録
することによって成り立っており,ボルネオ,セレベス,バリ,ジャワ,スマトラ,ニアス,













立っている｡ 以前は年 3,000人の華人が到着したが,最近では政情不安のためその3分の 1を





る｡ そこには, その外に12,000人のマレー人とダヤク (-ダヤ) 人がいる｡ Salakoには
20,000人の華人がいる｡ Mantrado (Monterado) はマレー人独立首長の下にあり, ダヤク
人, マレー人, 華人を合計した人口を50,000人と見積もる場合もあるが, その半分が真実に
近いと思われる｡ Songo (Sanggau) はマレー人独立首長の下にあり, ダヤと若干の華人か
らなる人口は25,000人である｡Matanの首長の下には10,000人のダヤ人と若干の中国人およ
びマレー人がいる｡ ダイヤモンド鉱山があるLanda(Landak)の山には,少なくとも30,000





Valentynによると, 18世紀初頭において, Succadana (Sukadana) は600戸近くから
成っていた (p.99)0 Radermacherによると, 1780年時点でMampawaは1,000戸ないし
2,000戸を有していた｡ 1772年にMampawaとSambasの間で両地の中間にあるMonterado
とSalakan (Salakau) の領有をめぐって戦争があった｡ これらの2つの集落には30,000に
近い華人が住み,砂金の産出が多い (pp.100-101)｡1770年に設立されたボンティアナック

















集されてより上流のMarpaw (Muarapahu) に出向いており, 女子と子供だけが残ってい


































であった｡ Kayu-tangi200人, Banjarmassing (Tatas) 2,000人, Martapura (Bumi














れている｡ 主な数値は以下のとおりである｡ フィリピンの全人口は2,249,852人で, このうち
1,376,422人がルソン島に住んでいる｡次いで住民が多いのはパナイ島の292,760人で,その外
にセブ島 108,426人,サマール島57,922人, レイテ島40,623人,ネグロス島35,444人, ミン
ダナオ島50,823人,マリアナ諸島5,349人などの人口が示されている｡ ヨーロッパ人の総数は
2,837人,有色人種 (Peopleofcolor)6,170人,華人6,201人であった｡1805年における原




































ている｡ (i)Baliling (Buleleng;Dambarana-Jembranaを含む) 60,000ないし80,000










いない｡ インドラギリ (Indragiri)はジャンビよりもなお小さい｡ シアク (Siak)はスマト











































および若干の華人, アラブ人,Chuliah人から成っている (p.72)｡ ムアル (Muar)の人口
は2,400人を越えない｡ これは面積に比して極端に少ないが, ジョホールのスルタンの失政と
無力により,小首長間の戦争が絶えず,農業や商業に従事する者の多くが土地を放棄したから
である (p.73)｡ スンガイウジョン (SungieUjong-SungaiUjung)の1832年の人口は,
主としてミナンカバウ系の3,200人のマレー人と,400人の華人から成り立っていたが,後者






ベラク (Perak-Perak) KrianからRdnkdpに至る｡ 人口35,000人｡
スランゴール (Salang6re-Selangor) Rdnkdp (Rungkup)からLingie(Linggi)に
至る｡人口12,000人｡









トレンガヌ (Tringanu-Trengganu) KemamangからBasut(Besut) に至る｡ 人口
30,000人｡
クランタン (CalAntan-Kelantan) BasutからBardnaに至る｡人口50,000人｡
パタニ (Patani-Patani) Bardnaから北緯 7020′に至る｡人口54,000人｡
ペナン (Pinang) 人口40,032人 (1833年)｡
























































Pack-late, および15ないし20マイル上流のSam kokおよび周辺の集落に住む｡ シャムに
おける彼らの総数は40,000人である｡ ビルマ人 (Burmans), タポイ人 (Tavoyers)は合わ












































































人口はもっと多かったことになる｡ アチェ人については, Loganの示す450,000人が, 1930
300
坪内:19世紀中葉の東南アジアの人口
年には830,402人となっており, 1% の増加率を仮定 した逆進推計による1849年人口は,
367,908人で,Loganの人口は可能性の範囲内にある｡ランボン人についても92,900人が
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